
第３２回神奈 川 県テコ ンドー選手権大会 要項

【１】名称

第３２回神奈川県テコンド－ 選手権大会

【２】主催

神奈 川県 テコ ンド －連 盟 会長 河 明生

担当 事務 局長 吉 川 真（ ０９ ０－ １７ ９５ －０ ３７ ５）

【３】後援

日 本テ コン ド－ 協会 、神 奈川 県・ 神奈 川県教 育委 員会 、

最 優秀 選手 には 神奈 川県 知事 賞授 与

【４】目的

１） ル ール を尊 ぶＪ ＴＡ の試 合を 通じ て神 奈川 県民 等の健 全な 精神 涵養 及び 体力 増進 に貢 献す る。

２） ＪＴ Ａテ コン ド－ 愛好 家の 親睦 を目 的と する 。

３） 信義 と礼 儀を 重ん じる 日本 テコ ンド －を 通じ た社 会教育 の意 義を 高め る。

【５】開催日時

２０２１ 年 ３月２ ０日（土）
１４時３ ０ 分開始 選 手集合 ・受 付・ 計量 １３ ：３ ０

当日 の日 程 １３ ：０ ０ 審 査受 験者 受付 開始

１３ ：１ ５ 第 １３ ５回 春季 神奈 川横浜 審査 会 昇段 審査 及び 昇級 審査 開始

１３ ：３ ０ 試 合参 加選 手集 合・ 受付・ 計量

１４ ：３ ０ 開 会式 ・試 合開 始

１９ ：０ ０ 閉 会式 ・表 彰式

２０ ：０ ０ 解 散

ＪＴ Ａ ＣＴ Ｚ３ 月予 定と 時間 のズ レが 生じて いま すが 、そ のま ま掲 載し ます 。

正確 な開 始時 間は 、開 催１ 週間 前の 疫病 の推移 如何 で決 まり 、漸 次変 更通 知し ます 。

注意 １ 神奈 川県 立武 道館 は、 １３ 時～ ２１ 時ま で借り てお りま すが

疫病 の状 況に より 政府 や神 奈川 県の 対応 いかん で１ ８時 閉館 とい う場 合が あり ます 。

２、 当日 、Ｊ ＴＡ 基礎 理論 講義 も実 施し 、大 会議室 を９ 時か ら１ ２時 まで 借り てお りま すが

受 講生 人数 制限 があ り、 参加 者数 と上 記注 意１に 応じ て武 道場 で実 施さ れる 場合 もあ りま す。

３、 仮に 武道 館が 閉鎖 され たと して も、 基礎 理論講 義と 昇段 昇級 審査 は城 南道 場で 実施 しま す。

【６】開催場所

神奈川 県 立武道 館
神奈 川県 横浜 市港 北区 岸根 町７ ２５ 番地 TEL（０ ４５ ）４ ９１ －４ ３２ １

ＪＲ 「新 横浜 駅」 徒歩 １８ 分、 横浜 市営地 下鉄 「岸 根公 園駅 」徒 歩３ 分

東急 東横 線「 白楽 駅」 徒歩 １５ 分、 横浜市 営バ ス「 六角 橋北 町」 徒歩 ５分

注意 無 料駐 車場 はあ りま せん 。違 法駐車 を禁 止し ます 。

【７】参加資格

①JTA有級 者（ 黄帯 ・７級 以上 ）、 有段者 。

②健 康（ 持病 を隠 して いた 場合 、重 大な 事故 につ ながり 、か つ保 険も おり ない ）で あり 、か つ

ス ポー ツ安 全保 険（ 同上 ）に 加入 して いる 者。

③一 部組 手は 、茶 帯～ 有段 者。

一 般お よび 大学 生は 、Ｊ ＴＡ 黒帯 道衣 を着 用し なけれ ばな らな い。 貸与 等は 不可 。

後 日発 覚し た場 合、 当該 選手 の成 績は 無効 とし 、表彰 状・ メダ ル等 を返 却さ せる 。

④一 部蹴 武型 は有 段者 。Ａ 級、 Ｂ級 の別 は自 由選 択。少 年少 女部 選手 も自 由に 選択 出場 でき る。



一 般お よび 大学 生は ＪＴ Ａ黒 帯道 衣を 着用 しな ければ なら ない 。貸 与等 は不 可。

⑤二 部組 手は 、イ ）Ｊ ＴＡ の１ 級・ 茶帯 ～有 段者

ロ ）過 去、 １年 以内 のＪ ＴＡ 公式 戦で入 賞経 験を 有す る４ 級の 有級 者。

⑥二 部蹴 武型 は、 有級 者。 制限 なし 。少 年少 女部 選手も 出場 でき る。

⑦三 部組 手は 、黄 帯～ 茶帯 。制 限な し。 中学 生の 有段者 は挑 戦で きる 。

⑧三 部蹴 武型 は、 優勝 経験 のな い有 級者 に限 る。

⑨少 年少 女部 組手 およ び型 試合 は、 黄帯 ～茶 帯。 黒帯は 一部 少年 部へ 出場 する こと 。

少 年少 女部 は、 事故 及び 怪我 防止 のた め、 ヘッ ドギア 、ス ネサ ポー ター 、Ｊ ＴＡ 公認 胴防 具、

フ ァー ルカ ップ （男 子の み） を着 用し なけ れば ならな い。

【８】試合種目・表彰

最 優秀選手１名 、 神奈川 県知事賞授与、トロ フィー

一 部組 手及 び一 部蹴 武型の 二種 目で 優勝 （も しく は入 賞）。 該当 者が いな い場 合も ある 。

一 、組手試合

１ 一 部フ ルコ ンタ クト ・テ コン ドー 組手 試合 （小 中学生 はラ イト コン タク トル ール ）

１ ）軽 量級 （６ ３未 満） 優勝 ～３ 位： メダル と賞 状

２ ）中 量級 （６ ３～ ７３ ｋｇ 未満 ） 同 上

３ ）重 量級 （７ ３～ ９０ ｋｇ 迄） 同 上

４ ）女 子無 差別 級 同 上

５ ）小 学生 有段 者無 差別級 同 上

６ ）中 学生 有段 者無 差別級 同 上

２ 二部ＪＴＡライトコンタクトテ コンドー組手

１ ）軽 量級 (６ ３㎏ 未満 ） 優勝 ～３ 位： メダル と賞 状

２ ）中 量級 (７３ ㎏未 満級 ) 同 上

３ ）重 量級 (７３ ㎏以 上９０ ｋｇ 迄 ) 同 上

４ ）女 子無 差別 級（ 胴防具 着用 ） 同上

３ 三部ＪＴＡライトコンタクトテ コンドー組手

１ ）軽 量級 (６ ３㎏ 未満 ） 優勝 ～３ 位： メダル と賞 状

２ ）中 量級 (７３ ㎏未 満級 ) 同上

３ ）重 量級 (７３ ㎏以 上９０ ｋｇ 迄 ) 同上

４ ）女 子無 差別 級（ 胴防具 着用 ） 同上

４ ＪＴＡ少年少女部

ライトコン タ クト・ テコンドー特別ルー ル組手

＊有 級者 の試 合で ある 。有 段者 は一 部へ 出場 するこ と。 身長 と体 重を 考慮 し統 合す る。

１ ）少年 部丙 （小 学校 １～ ２年 生） 優勝 ～３ 位： メダ ルと賞 状

２ ）少女 部丙 （小 学校 １～ ２年 生） 同上

３ ）少年 部乙 （小 学校 ３～ ４年 生） 同上

４ ）少女 部乙 （小 学校 ３～ ４年 生） 同上

５ ）少年 部甲 （小 学校 ５～ ６年 生） 同上

６ ）少女 部甲 （小 学校 ５～ ６年 生） 同上

７ ）中 学生 男子 軽量 級（身 長と 体重 によ る） 同上

８ ）中 学生 男子 無差 別級（ 身長 と体 重に よる ） 同上

９ ）中 学生 女子 無差 別級 同上

注意 エン トリ ー人 数に 応じ て統 合す る場 合が あり 保護 者は主 催者 に一 任す るこ とを 予め 同意 して 下さ い

少年 部・ 少女 部組 手の１ 回戦 は、 最も エン トリ ー選 手中 、最 も体 重差 が少 ない 選手と 対戦 予定 。

ルー ルは 一本 勝ち を禁止 して いる ライ トコ ンタ クト ・テ コン ドー ・ル ール であ り、

選手 双方 がル ール を守 って いれ ば事 故が 起こ るこ とはあ り得 ませ ん。

体 重差 と身 長を 考慮 し、 統合 が合 理的 と認 めら れる場 合は 主催 者の 判断 によ り統 合し ます 。

た とえ ば（ 過去 の事 例）、 少女 部丙 にエ ント リー した 小２ 女子 （体重 ２３ ｋｇ ）が １名 、

少 女部 乙に エン トリ ーし た小 ３女 子（ 体重 ２５ ｋｇ） が１ 名の 場合 、



「 小学 生低 学年 女子 」と して 統合 しワ ンマ ッチ を行い ます 。

二 、蹴武型試合（ 全種目 男女混合）

１、 一部 蹴武 の型 試合

１ ）Ａ 級 優勝 ～３ 位： メダ ルと賞 状

２ ）Ｂ 級 同上

３ ）少 年少 女部 同上

２、 二部 蹴武 の型 試合 優 勝～ ３位 ：メ ダルと 賞状

３、 三部 蹴武 の型 試合 同 上

４， 少年 少女 部

①小 学生 低学 年（ ３年生 以下 。未 就学 者可 ） 優勝～ ３位 ：メ ダル と賞 状

②小 学生 高学 年（ ４年生 ～６ 年生 ） 同上

③中 学生 同上

【９】試合ルール等

注意 １ 計量 は１ 回の みとす る。 パス しな い場 合は 失格 とし 参加 費は 返金 しな い。

自 己流 の減 量は 極め て危 険で ある 。無 理な 減量は 禁止 。死 亡事 故が おこ る。

注意 ２ すべ ての 種目 は、 一定 数の エン トリ ーに 達し ない場 合、 統合 する 。

参加 者（ 未成 年者 の場 合は 保護 者） は、 上記 を予め 同意 しな けれ ば試 合に エン トリ ーす るこ と

はで きな い。

中 学生 型と 小学 生高学 年型 、ま たは 小学 生高 学年 型と 小学 生低 学年 型を 統合 する場 合も ある 。

一 、組手試合ル ー ル
日本テコン ド ー協会 試合ルールによる

注意 選手 は 本部ホ ームページを必ず一 読

①一 部 Ｊ Ｔ Aフル コン タク トテ コン ドー ・ル －ル （蹴 美７ ＷＩ ＬＬ ルー ル）

②二 部、 三部 Ｊ Ｔ Aライ トコ ンタ クト テコ ンド ー・ ルー ル

③ ＪＴ Aラ イト コン タク トテ コンド ー・ ルー ルに 基づ く少 年少 女部 特別 ルー ル

２ 、試合時間、 判 定基準 等

１ ）試 合時 間

①一 部・ 二部 ・三 部 本戦 ２分 １ Ｒ

延 長戦 ２分 （１ Ｒ迄 ）。再 延長 戦で 決着 がつ かな い場 合、 体重 判定と し、 軽い 選手 を勝 者と する 。

②中 学生 本 戦１ 分３ ０秒 １ Ｒ。

延 長戦 １分 （１ Ｒ迄 ）。延 長戦 で決 着が つか ない 場合 、体 重判 定とし 、軽 い選 手を 勝者 とす る。

③少 年少 女部 本 戦１ 分 １Ｒ 。

延 長戦 １分 （１ Ｒ迄 ）。延 長戦 で決 着が つか ない 場合 、体 重判 定とし 、軽 い選 手を 勝者 とす る。

２ ）厳 点２ 、又 は注 意６ で「 失格 」と する 。

３ ）実 力差 が著 しい 場合 又は 戦意 喪失 が認 めら れる 場合、 主審 権限 によ り「 棄権 」を 宣告 する 。

４ ）す べて の試 合は 、判定 の際 、蹴 美力 の優 劣を 重視 する 。

５ ）試 合中 、コ ンタ クト・ レン ズが はず れて も中 断し ない 。万 一、 中断 した 場合 、減点 １と する 。

２， その 他

本 大会は 、全 日本 大フ ルコ ンタ クト テコ ンド ー選 手権 大会 予選会 のた め、 同大 会の ルー ルに 準ず る。

た だし、 予選 会に おけ る蹴 美審 判は １名 とす る。



二 、蹴武の型・ 試 合ルー ル

日本テコン ド ー協会 試合ルールによる
注意 選手 は 本部ホ ームページを必ず一 読

①一 部Ａ 級 Ｊ Ｔ A Ａ 級蹴 武型 ル－ ル

②一 部Ｂ 級お よび 一部 少年 少女 部 Ｊ Ｔ A Ｂ 級蹴 武型 ル－ ル

③そ の他 Ｊ Ｔ A Ｃ 級蹴 武型 ル－ ル

【 1０】大会出場締め切りと申込手続き

締 切り ２０２１年３月１０日 （当 日消 印有 効）、

参加費用 組手試合のみ ￥４ ４００

蹴武の型試合のみ￥４ ４００

組手＆蹴武の型試合￥６ ６００

を 下記 郵便 口座 へ振 込み 、

振 込み を証 明す る控 え（ コピ ー可 ）を 参加 申込 書に添 付し 、下 記ま で郵 送し て下 さい 。

な お、 個々 人で 申請 した 場合 、１ 回戦 から 「同 クラブ 対決 」と なる 場合 があ りま す。

１ 、参加費振込先

〔口座番号〕 ００２ ８０－２－４０２６ ７

〔 名 義 〕 神奈川県テコンド－ 連盟

２ 、申込書送付先

〒２ ４１ －０ ８０ １
横浜市旭 区 若葉台 ３－７－１２０２
神奈川県 テ コンド －大会事務局長 吉 川真殿

【 1１】大会役員

大 会会 長 河 明 生（ 県連 会長 ）

実 行委 員長 吉 川 真 審 判 盛島 一盛 、武 田敬之 、趙 哲来 、松 兼ひ とみ

司 会・ 津田 道 救 護・ 西谷 信一 郎 賞 状 吉川 めぐ み

【 1２】注意事項

①試 合参 加の ため には、 所属 クラ ブ長 の許 可（ 申請 書に サイ ン） が必 要で す。

②電 話や FAX、試 合申 込み 期限 を超 えた 試合 の申 込みは 受け 付け ませ ん。

③所 属ク ラブ 長に 試合参 加の 意志 表示 を伝 えた 場合 、棄 権し ても 参加 費用 は納 めて下 さい 。

④理 由の 如何 を問 わず一 度納 入さ れた 参加 費は 返却 しま せん 。

⑤試 合当 日の 参加 費支払 いは 一切 受け 付け ませ ん。



⑥各種保険証の現 物 を持 参し て下 さい 。

骨 折な どの 事故 がおき た場 合、 最寄 りの 救急 病院 に運 び治 療を 受け るこ とに なりま すの で、

各ク ラブ 長は 病院 に付 き添 う「 救急 担当 者」 を予め 決め て下 さい 、

⑦契 約し てい る保 険会社 に問 い合 わせ たと ころ

組手 試合 中の 打撃 の伴 わな い死 亡事 故・ 後遺 障害・ 怪我 等は 保険 が適 用さ れま せん 。

例１ ）熱 中症や 過呼 吸症 候群

例２ ）要 項には 「健 康で ある こと 」が 参加 絶対 条件 であ るが 、本 人が持 病を 隠し て参 加し 、

死 亡事故 ・後 遺障 害・ 各種 怪我 をし た場 合

例３ ）極 度の緊 張で 打撃 を伴 わず 転倒 し、 死亡 事故 ・後 遺障 害・ 各種怪 我を した 場合

命 ほど 大切 なも のは あり ませ ん。 組手 試合 参加絶 対条 件で ある 健康 か否 かは 日常 の練 習中 、

判 明し てい るは ずな ので 当該 責任 者は 参加 させな いよ うに 指導 して 下さ い。

⑧県 立武 道館 では、「ゴ ミの 持ち 帰り運 動」 を実 施し てい ます 。

各支 部は 「試 合会 場美 化責 任者 」を 決め 、弁 当やペ ット ボト ルな どの ゴミ を持 ち帰 るこ とを

義務 づけ ます 。ま た武 道館 内は 禁煙 です 。

⑨ロ ッカ －ル －ム や試合 観覧 席な どで の盗 難に は十 分注 意し てく ださ い。

武道 館お よび 大会 主催 者は 一切 責任 を負 いま せん。

【 1３】観覧

一般の見学はで き ません 。
神 奈川 県の 新型 コロ ナウ ィル ス対 策方 針に 基づ く神奈 川武 道館 の使 用人 数が 大会 役員 ・選 手
・ 保護 者（ 応援 も制 限し ます 。事 前登 録制 ）等 の総数 ２０ ０名 以内 と制 限さ れて いる ため 。

武 道館 の定 める 飲食 禁止 場所 での 飲食 や喫 煙、 試合会 場近 隣で の違 法駐 車は 禁止 しま す。

【 1４】ＪＴＡ試合法ー自然災害・台風、疫病等に

伴う体育館・武道館の使用禁止の場合の処置

１、 地震 や台 風等 の自 然災 害で 体育 館・ 武道 館の 使用禁 止・ 中止 勧告 が出 た場 合、

参加 費は 返金 でき ませ ん。

２、 新型 コロ ナウ ィル スに よる 体育 館・ 武道 館の 使用禁 止・ 中止 勧告 が出 たの 場合 、
参加 費は 返金 しま す



第 ３ ２ 回 神 奈川 県 テ コ ン ド － 選 手 権大 会 参 加 申 込 書

大会会長 河 明生殿

私 は、 下記 の事 項を 誓約し ます 。

一、 貴大 会の 大会 規約 を遵 守し 、大 会関 係者 の指 導、 勧告、 注意 など に従 いま す。

二、 貴大 会の 試合 ルー ルを 遵守 しま す。 とく に、 顔面 強打は 、絶 対行 いま せん 。

三、 審判 の判 定に 対す る絶 対性 を尊 重し 、武 道家 とし て模範 的行 動を とる こと を誓 いま す。

試合 後、 万一 、判 定を 不服 とし た自 己の 行為 が、 審判に 対す る侮 辱的 行為 であ ると 大会 主催 者

から みな され た場 合、 試合 結果 の無 効、 除名 や試 合出場 停止 処分 など の処 罰を 受け ても

異議 を申 し立 てま せん 。

四、 私は 、「 テコン ド－ は、 格闘 技で あり 安全 では ない 」と いう 事実 を認識 し、 自ら の意 志に より 、

本大 会へ の参 加を 希望 しま す。 それ ゆえ 、試 合に おいて 如何 なる 事故 が生 じて も自 己の 責任 と

して 処理 し、 本大 会主 催者 なら びに 貴大 会関 係者 に対し 、異 義を 申し 立て ない こと を誓 いま す。

五、 私は 、自 己の 所属 する クラ ブを 通じ て「 スポ －ツ 安全協 会ス ポ－ ツ安 全保 険」 に加 入し てお りま す。

六、 私は 試合 で万 一、「 事故 当事 者」 とな った 場合 、下 記の 保険 内容 での処 理に あら かじ め同 意し ます 。

本 大会 主催 者加 入保 険（ 三井 海上 保険 代理 店さ くら保 険と 契約 ）

死 亡 １千 万、 後 遺障 害（ 失明 など ）１ 千万 、 入 院１ 日６ 千円 、 通院 １日 ４千 円

七、 ＪＴ Ａ試 合法 ー自 然災 害・ 台風 等に 伴う 体育 館・ 武道館 の使 用禁 止の 場合 の処 置も 同意 しま す。

八、 私は 組手 試合 参加 絶対 条件 の健 康な 体で ある こと に虚偽 はあ りま せん 。万 一、 打撃 の伴 わな い死 亡

事故 ・重 度後 遺障 害・ 大怪 我等 によ り保 険金 が支 払われ なか った とし ても 大会 主催 者に 対し 民事 上

の異 議を 申し 立て ませ ん。 上記 、誓 約し 、こ こに 大会申 込書 を参 加費 と添 えて 提出 しま す。

上 記、 誓約 し、 ここ に大 会申 込書 を参 加費 と添 えて 提出し ます 。

年 月 日

参加者 住所

(ふり がな )

氏名 印

保護者 住所

氏名 印 ＊ １８ 歳未 満、高 校生 以下 必要

＊記入漏れがある場合、失格となります。

所属クラブ名 参加費振込証明添付

指導者サイン

現級・段 年齢 歳

＊のり付けして下さい

身長 Ｃｍ 体重 Ｋｇ

過去（最新）の大会成績

出場種目（ 組手 ＆型 の２ 種目 出場 者は 、１ 枚の 申請 書で ２ヶ 所に○ をし てく ださ い）

一 部組手 ① 軽量 級 ②中 量級 ③ 重量 級 ④女 子無 差別 級 ⑤小 学生 無差 別級 ⑥中 学生 無差 別級

二部組手 ① 軽量 級 ②中 量級 ③ 重量級 ④ 女子 無差 別級

三部組手 ① 軽量 級 ②中量 級 ③重 量級 ④ 女子無 差別 級

四部 組手 ① 少年 部丙 １～２ ②少 女部 丙１ ～２ ③少 年部 乙３ ～４ ④ 少女部 乙３ ～４

⑤少 年部 甲５ ～６ ⑥ 少女 部甲 ５～ ６ ⑦中 学生 男子軽 量級 ⑧ 中学 生男 子中 量級 ⑨ 中学 生女 子

蹴武型 ① 一部 Ａ級 ② 一部 Ｂ級 ③一 部少 年少 女

④二 部 ⑤ 三部 ⑥小 学生 高学 年 ⑦中学 生 ⑧ 小学 生低 学年 以下


